
地
下
水
観
測
テ
ー
マ
に
研
究
会

水
循
環

政
策
本
部
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
紹
介

国
民
・
企
業
の
当
事
者
意
識
促
進

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
な
ど
創
設

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本

部
事
務
局
は
６
月
２２
日
、
東

京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁

舎
３
号
館
で
第
２
回
「
地
下

水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催

し
た
。
地
下
水
の
実
態
把
握

（
地
下
水
観
測
）
を
テ
ー
マ

に
神
奈
川
県
秦
野
市
、
福
井

県
大
野
市
、
愛
媛
県
西
条
市

が
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例

を
紹
介
し
た
。

同
研
究
会
は
地
方
公
共
団

体
の
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
や
有

識
者
に
学
び
な
が
ら
地
下
水

に
関
す
る
課
題
を
共
有
し
、

問
題
解
決
の
方
向
性
を
探
っ

て
い
る
。
企
業
、
教
育
・
研

究
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
誰
で

も
参
加
で
き
る
。

当
日
の
研
究
会
で
は
水
循

環
政
策
本
部
事
務
局
が
「
地

下
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
順

書
」
な
ど
に
基
づ
き
地
下
水

観
測
の
基
礎
知
識
を
説
明
。

調
査
対
象
は
地
形
、
地
質
、

水
位
、
水
質
、
水
収
支
、
用

途
、
ニ
ー
ズ
、
過
去
の
取
り

組
み
な
ど
が
あ
り
、
地
下
水

観
測
は
「
地
域
資
源
の
健
康

診
断
」
に
相
当
す
る
と
強
調

し
た
。
ま
た
同
日
か
ら
運
用

を
開
始
し
た
地
下
水
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
つ
い
て
解
説
し
、

参
加
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

に
回
答
し
た
。

地
下
水
位
を
把
握
す
る
方

法
に
は
手
測
式
水
位
計
に
よ

る
分
布
観
測
、
自
記
水
位

計
に
よ
る
推
移
変
動
観
測

が
あ
り
、
地
下
水
位
低
下

の
要
因
と
し
て
井
戸
枯

れ
、
湧
水
消
失
、
地
盤
沈

下
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
な
実

態
を
把
握
す
る
こ
と
が
不

可
欠
だ
。

続
い
て
谷
芳
生
神
奈
川

県
秦
野
市
環
境
産
業
部
環

境
共
生
課
長
、
谷
口
英
幸
福

井
県
大
野
市
く
ら
し
環
境
部

環
境
・
水
循
環
課
企
画
主

査
、
青
野
さ
や
香
愛
媛
県
西

条
市
環
境
部
環
境
政
策
課
担

当
係
長
が
地
下
水
観
測
の
課

題
や
観
測
デ
ー
タ
の
活
用
方

法
な
ど
を
紹
介
。
ま
た
町
田

功
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業

技
術
総
合
研
究
所
地
質
調
査

総
合
セ
ン
タ
ー
地
下
水
研
究

グ
ル
ー
プ
長
が
地
下
水
マ
ッ

プ
に
あ
た
る
水
文
環
境
図
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

国
土
交
通
省
は
６
月
１９
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
３
号
館
で
第
３
回
「
水
害
リ
ス
ク
を
自
分
事
化

し
、
流
域
治
水
に
取
り
組
む
主
体
を
増
や
す
流
域
治
水
の
自
分
事
化
検
討
会
」
（
委
員
長
・
小
池
俊
雄
土
木
研
究

所
水
災
害
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
国
際
セ
ン
タ
ー
長
）
を
開
催
し
た
。
流
域
治
水
の
普
及
促
進
に
向
け
た
行
動

計
画
案
を
打
ち
出
し
、
水
害
に
対
す
る
国
民
や
企
業
の
当
時
者
意
識
を
高
め
て
い
く
。
新
た
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や

「
流
域
治
水
の
日
」
の
制
定
、
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
創
設
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

気
候
変
動
に
よ
る
水
害
の

激
化
・
多
発
化
・
広
域
化
に

対
し
、
国
交
省
は
流
域
す
べ

て
の
関
係
者
が
協
働
し
て
対

処
す
る
流
域
治
水
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し

認
知
度
は
低
く
、
水
害
に
際

し
て
多
く
の
被
害
が
発
生
し

て
い
る
の
が
実
情
だ
。
こ
の

た
め
同
検
討
会
で
は
流
域
治

水
の
意
義
や
重
要
性
を
広
く

国
民
に
周
知
し
、
自
発
的
行

動
を
促
し
な
が

ら
国
民
文
化
と

し
て
定
着
さ
せ

る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

当
日
の
検
討

会
で
は
小
池
委

員
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
前
回
の
議
論
で
〝
心
、

伝
え
る
、
つ
な
が
る
〞
な
ど

の
文
言
が
印
象
に
残
っ
た
。

日
本
人
の
持
つ
相
互
協
調
的

国
民
性
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ

イ
ル
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
。
本
日
は
来
年
度
か
ら
実

行
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
と
り
ま
と
め
を
お
願
い
す

る
」
と
述
べ
、
一
層
の
協
力

を
要
請
し
た
。

新
た
な
行
動
計
画
は
伝
え

方
の
工
夫
・
行
動
機
会
の
創

出
・
発
信
側
と
受
け
手
の
明

確
化
・
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
の
環
境
整
備
な
ど
を
柱

と
し
て
い
る
。
伝
え
方
の
工

夫
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り

わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に

努
め
て
い
く
。
個
人
・
企
業

・
団
体
な
ど
受
け
手
そ
れ
ぞ

れ
が
行
動
し
や
す
い
方
法
を

採
用
す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
て
行
動
や
指
標
の
可
視
化

を
行
う
。

と
く
に
受
け
手
側
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
の
発
掘
が
重
要
だ

と
し
て
防
災
士
・
気
象
予
報

士
な
ど
と
の
連
携
を
強
化
す

る
。
ま
た
個
人
に
対
す
る
情

報
発
信
で
は
高
齢
者
・
若
者

・
児
童
な
ど
属
性
別
に
行

い
、
企
業
・
団
体
に
つ
い
て

は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
を
通
じ
た

取
り
組
み
を
加
速
し
て
い

く
。取

り
組
み
を
進
め
る
た
め

の
環
境
整
備
で
は
農
業
利
用

な
ど
の
利
水
や
生
態
系
の
維

持
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と

い
っ
た
取
り
組
み
と
関
連
づ

け
て
行
動
の
質
的
向
上
を
誘

引
す
る
。

具
体
的
な
普
及
促
進
策
で

は
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
ポ
ス
タ

ー
、
流
域
治
水
の
日
・
週
間

の
制
定
、
ダ
ム
や
放
水
路
の

見
学
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か

ら
の
教
育
素
材
の
提
供
、
防

災
人
材
の
育
成
、
好
事
例
の

認
定
・
表
彰
、
サ
イ
バ
ー
空

間
上
の
実
証
実
験
、
流
域
治

水
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
創
設

な
ど
を
例
示
し
た
。

実
現
可
能
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
今
年
度
か
ら
段
階

的
に
実
行
に
移
し
て
い
く
考

え
だ
。

国交省検討会が活発に意見交換

小池委員長

オンライン併用で開催
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